




浸潤しない場合でも出現し、発生頻度は 46 ～ 59% と報
告されている（特定非営利活動法人日本緩和医療学会緩
和医療ガイドライン作成委員会編, 2011）。呼吸困難は、

























































　国内文献については、医学中央雑誌 Web 版 Ver.5 を




















た文献は 5 件、すべて海外文献（日本人著者 2 件含む）
であった。18 件中健康者を対象とした文献を除いた結




林, 橋本他, 1996）、肺気腫患者（川上, 小林, 山本,  1992）、
不安神経症・うつ状態（江花, 児島, 林他, 1987）、人数
は最高 53 人であり、100 人以上におよぶ大規模研究は
見当たらなかった。一方海外文献は、癌患者や末期癌、
進行癌の患者を対象とした研究（Tanaka, Akechi, 
Okuyama, 2002; Dudgeon, Lertzman, 2001; Bruera, 
Schmitz, 2000; Dudgeon, Lertzman, 1998）が中心で、
その他の病者は肺炎患者（Metlay, Schulz, Li, 1997）、
慢性閉塞性肺疾患（Mishima, Oku, Muro, 1996）、喘息
患者（Janson, Bjornsson, Hetta, 1994）であった。また、









る健康調査表（Cornell Medical Index: CMI）、特に気
管支喘息患者には喘息発作の発言と心理・社会的因子の
関 わ り を 明 ら か に す る 気 管 支 喘 息 症 状 調 査 表
（Comprehensive Asthma Inventory: CAI）等の心理テ
ストが使用されていた。海外文献では、国内と同じく、
呼吸困難の量的評価尺度としての VAS が中心であり、
そ の 他 質 的 評 価 尺 度 と し て の ス ケ ー ル（Cancer 
Dyspnea Scale: CDC, Tanaka et al., 2002）が使用され、
これらは専ら主観的評価である。また VAS は、不安の
評価指標にも使用されており（Dudgeon, Lertzman 






よび抑うつスケール（Hospital Anxiety and Depression 
scale: HADS）、 状 態 - 特 性 不 安 尺 度（State-Trait 
Anxiety Inventory: STAI）、気分状態尺度（Proﬁle of 
Mood States: POMS）等が使用されていた。心理的要
因以外では、痛み（Tanaka, Akechi, Okuyama, 2002）
に着目した研究もあった。研究デザインは、国内文献


























Okuyama, 2002; Bruera, Schmitz, Pither, 2000; Dudgeon 
& Lertzman, 2001）や、非がん患者の呼吸困難感と不
安もまた、有意な相関を示した（川上, 小林, 山本他, 
1992; Mishima, Oku, Muro, 1996; Janson, Bjornsson, 
Hetta, 1994）。その他がん患者において痛みは、呼吸困
難と有意な相関を示したと報告している文献が 1 件
（Tanaka, Akechi, Okuyama, 2002）あった。また年齢
および性差については、がん患者を対象とした研究
（Tanaka, Akechi, Okuyama, 2002; Dudgeon, Akechi, 
Okuyama, 2001）では、相関はなかったと報告している
が、非がん患者の研究では、高齢者は、呼吸困難の感受










様々な要因によって修飾される（田中, 2004; 西野, 
2000）。がん患者の心理的苦痛は主に不安と抑うつが特


































た研究結果（Nishino, Shimoyama, Ide, 1999）では、疼
痛は呼吸困難感を悪化させると報告しているように、




























ては、YG テストと呼吸困難感の VAS スコアに関連は
ないが、肺気腫の患者は呼吸困難感の VAS スコアと
YG テストの回帰性（情緒不安）や MAS スコアとの有
















性が低いという結果からも（上嶋, 小林, 橋本他, 1996; 
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